
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2023年12月14日

【四半期会計期間】 第34期第１四半期（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）

【会社名】 株式会社アルチザネットワークス

【英訳名】 Artiza Networks, Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長執行役員　床次　直之

【本店の所在の場所】 東京都立川市曙町二丁目36番２号

【電話番号】 ０４２（５２９）３４９４

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員　管理本部長　永井　英樹

【最寄りの連絡場所】 東京都立川市曙町二丁目36番２号

【電話番号】 ０４２（５２９）３４９４

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員　管理本部長　永井　英樹

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社アルチザネットワークス(E02342)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第１四半期連結
累計期間

第34期
第１四半期連結

累計期間
第33期

会計期間
自 2022年８月１日
至 2022年10月31日

自 2023年８月１日
至 2023年10月31日

自 2022年８月１日
至 2023年７月31日

売上高 （千円） 1,111,737 869,834 4,113,246

経常利益 （千円） 166,583 92,200 431,359

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 109,095 36,645 119,351

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 111,585 39,954 116,190

純資産額 （千円） 7,543,563 7,175,830 7,409,804

総資産額 （千円） 9,871,192 9,539,859 9,731,585

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 11.77 4.01 12.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 76.4 75.2 76.1

 
　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

　当第１四半期連結会計期間において、収益基盤の強化を目指し、よりコスト競争力を持った製品による拡販を図る

ため、開発拠点として当社が100％出資するARTIZA VIETNAM SOFTWARE DEVELOPMENT CO., LTDを設立いたしました。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

　国内環境は、海外や国内の旅行者が増加し、雇用・所得環境に改善がみられるなど、景気の緩やかな回復基調が

続く一方で、ウクライナ情勢の深刻化など不安定な国際情勢による地政学リスクの影響、輸入コスト及びエネル

ギーコストの高止まり等による物価の高騰が続いていることから、依然として消費者の節約志向は続きました。

　このような状況のなか、移動体通信分野では、世界各国で第5世代移動通信方式（5G）の商用サービスが開始さ

れ、移動体通信の高速化・大容量化、サービス品質の向上に向けての研究開発及び設備投資が継続し、国内におい

ても2020年３月から5Gの商用サービスが開始され、契約数の順調な拡大に伴い基地局数も増加、5Gサービスの拡大

と更なる進化に向けた研究開発及び設備投資が継続的に行われておりました。しかし、2023年度のモバイルキャリ

ア4社の設備投資は、一部キャリアは5G投資の増額で全体の5G投資は増えたものの、4G投資の減少により、対前年

比減の見込みとなっております。設備投資額低減の背景には、既存の4Gから5Gへの移行によって5Gの人口カバー率

がすでに95%を超えていることと、O-RANや基地局シェアリングの影響があると言われております。

　2024年度以降も各社の設備投資額の減少傾向は続くことが予想されますが、今後は、自動車を始めとする様々な

分野での5G活用に向けた研究開発や、ローカル5G領域での5Gネットワークの構築に向けた取り組み等や、さらに通

信事業者におきましては、次世代の通信規格である6Gに向けた検討も進んでいくものと思われます。また、5Gの基

地局市場では現在、無線アクセスネットワーク（RAN）のオープン化に取り組むO-RANアライアンスによる活動が行

われております。これまで各メーカー独自仕様のインタフェースで構成されていた基地局装置に対してO-RANの標

準仕様を適用することで、マルチベンダー化による柔軟なRANの構築が可能となるため、世界各国の通信事業者に

よるO-RAN導入の検討が注目されております。

　固定通信分野では、光ファイバの普及によるブロードバンドサービスが定着し、NetflixやAmazonプライム・ビ

デオ等のビデオストリーミングを中心としたデータトラフィックが急速に増加していることに加え、企業活動にお

けるテレワークの推進やクラウドサービスの高度化も急速に進んでおります。通信事業者は、急増する多種多様な

通信トラフィックに柔軟に対応するため、ネットワークの負荷低減に向けた投資や、ネットワーク処理のソフトウ

エア化等を急速に進めながら、通信インフラの更なる高速化・大容量化を推進しております。

　これらの技術や新サービスの導入に伴い、研究開発投資や設備投資の需要が引き続き見込まれる一方で、通信事

業者間の加入者獲得競争等によるサービスの低価格傾向は継続しており、通信業界全体の投資意欲に関しましては

国内外の政治経済の状況を見極めつつ、選別的な姿勢が継続されるものと予想されます。

　このような状況の中、当社グループでは、主に以下の営業、マーケティング及び研究開発活動を行いました。

　 (ⅰ) 4G/5Gに対応する製品の開発、販売、保守並びにテストサービスの受託

　 (ⅱ) O-RAN、基地局シェアリングなどの顧客ニーズへの対応

　 (ⅲ) 欧州、北米、中国、韓国、インド等の海外市場における5G対応製品の市場開拓及び販売

　 (ⅳ) 次世代ネットワーク及びネットワーク・セキュリティ等に対応した製品開発及び商材開拓並びに販売

　 (ⅴ) ローカル5G等の通信分野における新事業に向けたマーケティング活動等

　セグメントについては、昨今の移動体通信モバイルネットワークにおいて独自インターフェースがIPを標準とし

たインターフェースに移行しており、モバイルネットワークがIP化されつつあるため、既存の報告セグメントによ

るネットワーク毎の管理が適切ではなくなってきたため、「物販セグメント」及び「サービスセグメント」という

視点で管理することといたしました。

　そのため、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントを従来の「モバイル事業」及び「IP事業」の2区分か

ら、「物販事業」及び「サービス事業」の2区分に変更しております。なお、前第１四半期累計会計期間のセグメ

ント情報は、上記変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。

　その結果、当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の経営成績は以下のとおりとなりました。

 

（物販セグメント）568,524千円（前年同期比28.4％減）

　当セグメントの売上高は、568,524千円となりました。移動体通信市場におきましては、国内大手通信事業者

が2020年３月に5Gの商用サービスを開始し、5G向けの研究開発が積極的に行われております。当社では、5Gのフ

ラッグシップ製品となる「DuoSIM-5G」を、当第１四半期連結累計期間におきましても、引き続き国内の通信事

業者及び基地局メーカーに販売したことに加え、FPGA搭載SmartNIC「Griffin」等の新製品販売注力しつつ、

ネットワーク・セキュリテイ分野の商材開拓及び販売等を行い、新分野における製品開発及び販売を展開すると

ともに、開発及びサポート体制の強化を図り、5G向け製品の海外向け販売活動を積極的に展開して参ります。
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　セグメント損益につきましては、25,109千円の営業利益（前年同期比75.4％減）となりました。研究開発投資

は主に減収の影響により、前年同期で減少いたしました。

 

（サービスセグメント）301,309千円（前年同期比5.2％減）

　当セグメントの売上高は、301,309千円となりました。当社が培ってきたモバイル通信の技術をベースにテス

トサービスの受託や保守サービスの獲得及び新分野における付加価値の高いサービスを提供してまいります。

　セグメント損益につきましては、減収ではありますが、70,624千円の営業利益（前年同期比5.7％増）となり

ました。

 

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高869,834千円（前年同期比21.8％減）、営業利

益95,733千円（前年同期比43.3％減）、経常利益92,200千円（前年同期比44.7％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益36,645千円（前年同期比66.4％減）となりました。

 

②財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は8,008,314千円であり、前連結会計年度末に比べ245,367千円減

少いたしました。売掛金及び契約資産が364,350千円増加しましたが、現金及び預金が587,979千円減少したことが

主な要因であります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は1,531,545千円であり、前連結会計年度末に比べ53,641千円増

加いたしました。投資有価証券が104,405千円増加したことが主な要因であります。

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,809,162千円であり、前連結会計年度末に比べ97,361千円増

加いたしました。賞与引当金が88,951千円増加したことが主な要因であります。

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は554,866千円であり、前連結会計年度末に比べ55,113千円減少

いたしました。社債が15,000千円、長期借入金が36,246千円減少したことが主な要因であります。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は7,175,830千円であり、前連結会計年度末に比べ233,973千円減少

いたしました。親会社株主に帰属する四半期純利益36,645千円の計上、配当金の支払いにより利益剰余金が

273,927千円減少したことが主な要因であります。

 

(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

(4) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当第１四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は284,512千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,000,000

計 38,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年12月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,562,000 9,562,000
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数

100株

計 9,562,000 9,562,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年８月１日

～

2023年10月31日

－ 9,562,000 － 1,359,350 － 1,497,450

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アルチザネットワークス(E02342)

四半期報告書

 5/17



（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2023年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 431,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,112,900 91,129 －

単元未満株式数 普通株式 18,100 － －

発行済株式総数  9,562,000 － －

総株主の議決権  － 91,129 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権の数９個）含まれて

おります。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が70株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年10月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社アルチザネット

ワークス

東京都立川市曙町

二丁目36番２号
431,000 － 431,000 4.51

計 － 431,000 － 431,000 4.51

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年８月１日から2023

年10月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年８月１日から2023年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,820,325 6,232,345

売掛金及び契約資産 684,277 1,048,627

有価証券 10,000 －

商品及び製品 423,543 335,568

仕掛品 10,440 49,404

原材料及び貯蔵品 116,482 119,475

未収還付法人税等 155,965 155,965

その他 32,646 66,925

流動資産合計 8,253,681 8,008,314

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 568,657 559,417

機械及び装置（純額） 23,165 22,550

工具、器具及び備品（純額） 179,820 160,643

土地 32,557 32,557

有形固定資産合計 804,201 775,169

無形固定資産   

その他 21,571 18,623

無形固定資産合計 21,571 18,623

投資その他の資産   

投資有価証券 125,950 230,355

退職給付に係る資産 26,178 25,250

その他 500,003 482,147

投資その他の資産合計 652,131 737,752

固定資産合計 1,477,904 1,531,545

資産合計 9,731,585 9,539,859
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 107,207 80,281

短期借入金 1,000,000 1,000,000

１年内償還予定の社債 60,000 60,000

１年内返済予定の長期借入金 190,484 175,214

未払法人税等 15,254 51,115

賞与引当金 44,263 133,215

その他 294,591 309,336

流動負債合計 1,711,801 1,809,162

固定負債   

社債 225,000 210,000

長期借入金 274,102 237,856

役員退職慰労引当金 1,900 2,300

退職給付に係る負債 20,036 18,816

品質保証引当金 6,440 4,458

資産除去債務 29,499 29,537

その他 53,002 51,899

固定負債合計 609,980 554,866

負債合計 2,321,781 2,364,029

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,359,350 1,359,350

資本剰余金 3,128,149 3,128,149

利益剰余金 3,156,807 2,919,524

自己株式 △237,157 △237,157

株主資本合計 7,407,149 7,169,866

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △9,633 △6,579

為替換算調整勘定 12,288 12,543

その他の包括利益累計額合計 2,655 5,963

純資産合計 7,409,804 7,175,830

負債純資産合計 9,731,585 9,539,859
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2023年10月31日)

売上高 1,111,737 869,834

売上原価 290,235 268,584

売上総利益 821,501 601,249

販売費及び一般管理費 652,649 505,516

営業利益 168,852 95,733

営業外収益   

受取利息及び配当金 1,631 322

投資有価証券償還益 911 －

その他 21 18

営業外収益合計 2,564 340

営業外費用   

支払利息 1,789 1,881

為替差損 2,748 1,992

その他 295 0

営業外費用合計 4,833 3,873

経常利益 166,583 92,200

税金等調整前四半期純利益 166,583 92,200

法人税、住民税及び事業税 61,030 39,139

法人税等調整額 △3,542 16,415

法人税等合計 57,487 55,554

四半期純利益 109,095 36,645

親会社株主に帰属する四半期純利益 109,095 36,645
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年８月１日
　至　2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2023年10月31日)

四半期純利益 109,095 36,645

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,233 3,054

為替換算調整勘定 256 254

その他の包括利益合計 2,489 3,308

四半期包括利益 111,585 39,954

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 111,585 39,954

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2022年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2023年10月31日）

減価償却費 44,424千円 32,324千円

のれんの償却額 4,039 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2022年10月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月28日

定時株主総会
普通株式 185,418 20.00 2022年７月31日 2022年10月31日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月27日

定時株主総会
普通株式 273,927 30.00 2023年７月31日 2023年10月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2022年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 報告セグメント 四半期連結損益計算書
計上額（注）１ 物販 サービス

売上高    

一時点で移転される財又は

サービス
793,939 107,800 901,739

一定の期間にわたり移転される

財又はサービス
－ 184,296 184,296

顧客との契約から生じる収益 793,939 292,096 1,086,036

その他の収益（注）２ － 25,701 25,701

外部顧客への売上高 793,939 317,797 1,111,737

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 793,939 317,797 1,111,737

セグメント利益 102,055 66,796 168,852

　（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）等に基づ

く収入等です。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2023年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 報告セグメント 四半期連結損益計算書
計上額（注）１ 物販 サービス

売上高    

一時点で移転される財又は

サービス
568,524 86,590 655,114

一定の期間にわたり移転される

財又はサービス
－ 189,018 189,018

顧客との契約から生じる収益 568,524 275,608 844,133

その他の収益（注）２ － 25,701 25,701

外部顧客への売上高 568,524 301,309 869,834

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 568,524 301,309 869,834

セグメント利益 25,109 70,624 95,733

　（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）等に基づ

く収入等です。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「モバイル事業」及び「IP事業」の2区分から、

「物販事業」及び「サービス事業」の2区分に変更しております。当該変更は、昨今の移動体通信モバイル

ネットワークにおいて独自インターフェースがIPを標準としたインターフェースに移行し、モバイルネット

ワークがIP化されつつあることを受け、適切な業績管理を目的として会社組織の変更を行ったことに伴うもの

です。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、上記変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
至　2022年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年８月１日
至　2023年10月31日）

　１株当たり四半期純利益 11円77銭 4円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 109,095 36,645

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
109,095 36,645

普通株式の期中平均株式数（株） 9,270,930 9,130,930

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年12月14日

株式会社アルチザネットワークス

　　取　締　役　会　　　御　中

 

有限責任監査法人トーマツ

　東 京 事 務 所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　中川　満美

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルチ

ザネットワークスの2023年８月１日から2024年７月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年８月１日

から2023年10月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年８月１日から2023年10月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルチザネットワークス及び連結子会社の2023年10月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 
　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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